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明治19年（1886）2月、同じ年の同じ月に生まれた二人の青年、三島弥彦と石川啄木。
満22歳の明治41年の日記１年分から興味深い内容や特筆事項を月ごとに摘出し、これに
解説を加えて時代の一端を描く。

上流階級の出身で東京帝国大学学生という恵まれた環境にあった「三島弥彦」、

高等教育機関への進学の道を閉ざされ、生活に追われる「石川啄木」。

直接の交流はない対極的な二人の言動を歴史学的アプローチで分析し、

政治・経済・社会・文化などさまざまな角度から

日露戦争後の時代の雰囲気や空気感を伝える。

明治41年は、啄木が文学による立身をめざして４月に上京、

本郷に下宿し千駄ヶ谷の与謝野邸（新詩社）に通っている。

一方弥彦は千駄ヶ谷の自宅と大学のある本郷の間を日々往復している。

二人はあるいはどこかですれ違っていたかもしれない。

❖ 三島弥彦とは……
華族の子弟として東京に生まれ、学習院から

東京帝国大学に進学。のちに日本が初めて参

加した近代オリンピックである1912年のスト

ックホルム大会に出場。日の丸アスリート第

一号として知られる。

三島弥彦 石川啄木

学習院游泳演習
❖ 石川啄木とは……
岩手県で僧侶の子として

生まれ、貧苦の境涯で知

られるが、今日ではその

名を知らぬ人はいない国

民的歌人。
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啄木の苦境を何度も救っ
た金田一京助（左）

NHK大河ドラマ「いだてん」に登場した

日本初のオリンピック代表選手「三島弥彦」

困窮生活の中、北海道から上京して

文筆の道を模索する「石川啄木」

この二人の青年が同じ日に同じ東京で
何を見たのか
日記を通して明治の青年の姿を描く

2月下旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ２月２日（金） です
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